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再導入生物学研究部門      　　教授：永田尚志	


	


トキの再導入生物学の確立：トキの野生復帰を成
功させるために必要な生物学的研究を実施する。	

	

	

　	

　　	

	


再導入生物学研究部門	
 生物多様性・生態系復元研究部門	


	

１）生物多様性サブ研究部門　	

　　　　　　　　　　　　　　　　教授（又は准教授）1名(公募)	

　地域の生物多様性の現状と減少要因を解明し、本来の	

　生物多様性への回復方法を研究する。	

	

２）生態系復元サブ研究部門	

　　　　　　　　　　　　　　　　教授（又は准教授）1名(公募)	

地域の景観レベルで生態系を復元する手法を研究する。	

　　　	

 	


事務部：五十嵐キャンパス、佐渡市新穂潟上	

技術部：教育研究フィールドの維持管理業務	


環境社会システム研究部門	


環境社会システム研究部門	

　　　　　　　　　　　教授（又は准教授）1名(公募)	

	

 生物多様性等の自然資源に配慮しながら、地域 	

 社会が持続可能な自然再生を促進する地域社会	

 システムの研究、および、実践的研究を行う。	

	

　　　　　　　　　　	


キセン城ビオトープ	

	

里山の自然再生の実験圃場	

として、長期的モニタリング	

研究フィールドとして用いる。	

	
  

教育研究フィールド	
  

潟上実験水田およびビオトープ	
  
	
  
　環境保全型農業の実験圃場	
  
として使用する。	
  



トキの再導入生物
学の確立	
  

生物多様性の解明
と生態系の復元管

理手法の提案	
  

自然再生を実現する地
域社会システムのため

の実践的研究	
  

生態系の劣化をも
たらす生物多様性
の減少要因	


“佐渡モデル”：トキの野生復帰を実現し、朱鷺と共生する循環型社会システムの構築	


地域に最適な里地里山の生物多様性を復元する自然科学的手法と、それを実現する地
域社会システムの提案	


里地里山の「自然再生学」の構築	


本州、東アジア地域への展開	


・人間の開発や乱獲などによる危機（第1の危機）	

・人による里地里山の撹乱の減少による危機（第2の危機）	

・人間が持ち込んだ外来種・化学物質等による危機（第3の危機）	


・地球温暖化など地球規模の環境の変化による危機（第4の危機）	


問題解決のための研究	


“佐渡モデル”からの一般化	
 鳥獣害問題等、新たな課題への対応	


大学院教育・地域人材育成	

自然再生学者	


自然再生プランナー	


自然再生リーダー	

自然再生人材（アクター）	


東アジア地域の自然再生学
の中心的な教育・研究拠点へ	



